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2.実務に沿った手法をめざす 

本研究が目標とする実務に沿った手法とは、

〈ムダを省いた手法〉である。図－1 には、ICT 施

工に対する全体的な意見として「効果的な部分に

適切に活用できるようにしてほしい。」と挙げら

れているが、これは現在の i-Construction ではム

ダな工程が多いという事を指摘している。つまり、

機材が闇雲に増え、計測時間増加や、実務に直接

関係しない ICT の習熟時間増加によって生産性

低下をもたらしているのが、今の i-Constructionで

ある。 

 

3. 測量美術によるデータの多用途活用 

ICT 導入によって生産性低下を招いてしまう

のは、1 つの技術導入によってもたらされる生産

性向上効果が少ないことが大きな要因である。本

研究はこの点に着目し、1 つの計測結果で、複数

の計測工程を省略できる手法を考案した。それが

点群の見える化、〈測量美術〉である。この手法

ならば 1 回の 3 次元計測で、縦横断解析、人孔や

街渠へのすり付けを考慮した 3 次元設計、人孔の

細別判定、人孔の調整高、区画線形状とその数量、

幅員、延長、面積、切削体積、色彩に富んだ現況

平面図、わだち掘れ等の変状分布判定（図－3）

とその合計面積、施工ジョイントや路面の汚れの

ほかマーキング劣化を除外したひび割れ判定、

IRI による乗り心地判定が行える。施工に関して

は切削指示の端末用の TIN データが作成でき、

詳細な点群からは、モデル詳細度 350 を基準に、

モデル詳細度 500 の CIM モデルも作成できる。

これらは検査や維持管理にも使える CIM 統合モ

デルになる。 

従来まではこのような情報は全て、それぞれに

対応する測定器で 1 項目～数項目ずつ現地計測

によって取得する事が常であり、当然その作業に

は日数がかかり、作業員と計測器が必要になり、
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1.はじめに 

 土工全体の生産性向上を狙って国土交通省が

ICT を推進する取組みである i-Construction は、現

在、技術的な壁にぶつかっている。図－1 の資料

には、土工における ICT 施工の技術的な問題点が

挙げられているが、これは令和 2 年度より開始が

予定されている ICT 舗装修繕工（図－2）にもあて

はまる。本研究は、この ICT 舗装修繕工に関する

問題点を予見し、実務に沿った 3 次元計測技術と

その解析方法を確立するものである。 



 

それを保護するガードマンや設備も必要となる。

無論、警察協議は煩雑になり、悪天候による日程

延期も考慮せねばならない。しかしそういった実

務における非効率を、測量美術によって省略すれ

ば、日数や、作業員、計測器械、ガードマンの節

約になる為、1 回あたりの 3 次元計測の価値が上

がる。 

 
図－3 わだち掘れ分布図を重ねた現況平面図 

 

4.混合技法の必要性とその方法 

 舗装修繕工の対象は、写真－1のように車両が

常に走行する供用中の道路である。このような場

所を地上型レーザースキャナ（TLS）で高密度計

測を行うと、図－4a で示すように、色彩では区

画線や停止点が判別できないデータになってし

まう。 

 

写真－1 横大路交差点（京都府京都市伏見区） 

 

色彩情報は、点群から情報を取り出す手がか

りになるため、データを多用途活用する為には

必須の情報である。そこで本研究では、1mm 幅

のひび割れが判定できる解像度である 2mm/pixel

で作成したオルソ画像を用いて、点群の色彩情

報を補正した（図－4b）。このように、複数の 3

次元計測方法の長所を組み合わせて情報を強化

する手法を本研究では混合技法と呼ぶ。この

〈混合技法による見える化と情報活用〉が測量

美術であり、そのビジュアルコミュニケーショ

ン性の向上効果により、計測工程を代替するだ

けに止まらず、係わる人員や情報機器の連携力

まで向上した。さらに、全ての情報は、同一の

情報ソースから引き出されるため各情報に整合

性が取れており、わだち、ひび割れ、平坦性と

いった路面性状情報を誤差なく重ねられるので

路面の包括的な評価が行える。 

 
図－4 点群比較（a.TLS のみ、b.混合技法） 

 

5.おわりに 

包括的な評価は本手法の一部にすぎない。この

包括的評価では、わだち掘れ、ひび割れ、平坦性、

現況平面図を統合した面管理情報から、劣化が激

しくなる傾向の箇所を特定し、5cm 切削オーバー

レイの施工範囲を 10cm切削に変更するといった、

要所を絞った設計変更が行えた。しかしそれだけ

では路面性状判定を行っただけである。その他に

鮮明な点群によるすり付けを考慮した 3 次元設

計と、TIN を用いた施工の効率化も果たし、CIM

を作成し、協議資料および検査資料を全て 1 つの

計測結果から取り出す事でようやく ICT は生産

性向上を果たせる。このような単一ソースの多用

途活用の取組みは、他の ICT 施工にも応用できる

考え方であり、それは i-Construction の本来の目

標である ICT による土工全体の生産性向上にも

つながる。 
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